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October
みなさんこんにちは。
10月は私の大好きな秋を満喫することができました。先週まで綺麗な紅葉が見れていたのです
が、報告書を書き始めている今は雪が降るくらい寒く、葉っぱはほとんど散ってしまってしま
いました。秋が去った寂しさと共に、冬が始まるワクワクを感じる日々の様子をお伝えします。

Hamtramck
授業の一環でハムトラミックと言う移民の多い地
域にあるミュージアムを訪問しました。ここには
イエメン、バングラデシュ、ドイツなどから来た
人たちが多く住んでいます。アメリカの多文化社
会を象徴する言葉として、メルティングポットと
いう言葉があります。様々な国の文化が溶けて混
ざり合って一つになる様子を表す言葉ですが、ハ
ムトラミックはメルティングポットではありませ
ん。それぞれの国の言語や文化、個性をそのまま
に生活をしているのです。ハムトラミックのよう
に異文化が混ざり合うことなく、個性を保ったま
ま人々が共存している様子はサラダボウルと呼ば
れます。日本にも日本以外の国にルーツを持つ人
は少なくないですが、アメリカで生活をしている
とさまざまなルーツを持つ人と多く出逢います。
その度に私が感じるのは、彼らは自分のアイデン
ティティについてどのように考えているのかとい
うことです。私は生まれも育ちも日本で、日本が
自分の国という自覚を持って生きています。アメ
リカに来てその気持ちがより一層強くなりました。
帰る国がある、帰るコミュニティがあるというの
はとても素敵なことだし、安心感があります。で
すが、さまざまなアイデンティティを持つ人々は
両方を故郷と感じるかもしれませんが、そうでな
いこともあります。日本生まれ日本育ちの私には
理解しきれない、その人にしかない葛藤があるの
だろうと感じました。

午後にはハムトラミックにある学校を訪問し、日
本文化を紹介しながら交流を深めました。生徒た
ちは多様なアイデンティティ、バックグラウンド
を持っています。日本について紹介した後、折り
紙で鶴やハートを作り、最後はジャンケン列車を
しました。みんなとてもフレンドリーで興味を
持ってくれるので楽しくアクティビティを進めら
れました。折り紙は想像以上に生徒たちが食いつ
いてきます。完成するととても嬉しそうに見せて
くれるのがかわいいです。日本についても興味を
持ってくれて、女の子は結婚式や服の話、男の子
はスポーツの話で盛り上がりました。今回交流し
た子供たちとはもう会えることはないと思います
が、みんなが幸せな生活を送れることを心から
祈っています。



Chicago Trip

10月の初めにフォールブレークがあり、４日間の休日がありました。私はその期間に二泊三日
でシカゴに遊びに行きました。。１ヶ月ほど前からシカゴまでの往復バスのチケットやホテル
の予約を済ませました。フィンドレーが田舎すぎて、都会に行くのは少し不安もありましたが、
特に危険なこともなく無事帰還しました。有名な場所はかなり周り尽くせたので大満足の旅に
なりました。
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Halloween

アメリカのハロウィンを体験できることを楽しみにしていましたが、日本のハロウィンとさほ
ど変わらなかったです。アメリカ人の仮装のクオリティはかなり高いですが、日本と同じよう
に仮装してパーティーをして騒ぐだけです。フィンドレーのハロウィンパレードも見に行った
のですが、ちょっとしょぼかったと言うのが正直な感想です。ディズニーのエレクトリカルパ
レードのフロートのように豪華なものを想像してはいけません。仮装した人たちが車の上に
乗っていてお菓子を配ってくれる。それだけです。ですが、カボチャのペインティングもでき
たし、ホーンテッドハウスにも行けたしアメリカ文化を体験できたので満足です。ハロウィン
当日には早めの雪が降りました。雪なし静岡県民の私は大興奮です。こんなにたくさんの雪が
降っているところを見たのは初めてでした。こんなに雪で興奮するのはインド人と私くらいで
しょうか。でもこれからどんどん寒くなってきたら雪を楽しいと思えなくなる日が来そうで怖
いです。コタツのないフィンドレーで冬を乗り切れる気がしませんが頑張ります。

Happy 
HALLOWEEN 



Autumn

Picnic at Ms. Farmer’s house

IELPの英語の授業の先生が、先生のお宅に招いてくださ
り、ピクニックをしました。先生のお家にはヤギ、犬、
猫がいます。わんちゃんはとっても大きくて私なんて軽
く吹っ飛ばされてしまいます。猫ちゃんは猫とは思えな
い人懐っこさでたくさん触らせてくれました。ヤギは
ちょっと怖かったです。日本のチキンカレーを作ってく
れたのですが、それが本当に美味しかったです。先生は
以前に7年ほど日本で働いていたらしく、日本語が堪能
で日本の文化にも詳しいです。焚き火もあり、そこでス
モアを作りました。最後には先生がその土地に伝わる怖
い話をしてくれました。私は怖い話が平気なのでヘラヘ
ラしながら聞いていましたが、先生の話し方が本当に上
手で引き込まれました。

秋は私の一番大好きな
季節です。大嫌いな夏
が終わってクリスマス
シーズンに向かってい
くワクワク感がたまり
ません。フィンドレー
にはたくさんの街路樹
があり赤色や黄色に染
まった綺麗な葉っぱを
たくさん見ることがで
きて幸せでした。気候
もとても過ごしやすく
て、気分がいい日は朝
活もしてました。ずっ
と秋だったらいいのに。
フィンドレーの秋をお
裾分けします！

Chicken curry rice Smore



10月は一言で言うと“慣れ“の月でした。来たばかりの頃は何もかもが新鮮で驚きに溢れていまし
たが、３ヶ月も経てばそれも日常の一コマでしかありません。慣れたことで英語の勉強に時間
をかけられるようになり、モチベーションも上がりました。しかし、自分の英語と向き合う時
間が増えたことで、悩みも増えました。特に、最近の私はスランプに陥っています。英語が伸
びている気が全くしないし、英語を話したくないと思ってしまう日も
あります。でも私に残された時間は限られているし、せっかく苦労し
てここまで来たのに勿体無いと感じてとても焦ります。今の英語力で
もそれなりにコミュニケーションは取れてしまうので、自分が何を目
指しているのかわからなくなります。ここに来た意味を考えてしまう
こともありますが、異国の地で生活しているだけで偉いです。こんな
悩みが生まれるほどここでの生活に慣れたということです。テレビや
本、SNSなどで異国の文化を知ることはできるし、それは自分の知識
になります。しかし実際に自分が体験して得た知識はそんなものとは
比べ物にならないくらいの価値があると感じます。異国の地で生活し
ながらその土地の文化に触れられるなんて、幸せなことです。あと２
ヶ月しかないではなく、あと２ヶ月もあるという気持ちでぼちぼち頑
張っていきたいです。アメリカ生活に慣れた私は早起き
をして勉強しに行ったり、歩いてダウンタウンのカフェ
に行ったり、ジムに行ったりなんだかんだ充実していま
す。マイブームはマリオカートです。ジムにSwitchが置
いてあるので、運動しに行ったついでに必ずと言ってい
いほどゲームをしています。マリオカートに国境なんて
ないので、誰とやっても盛り上がります。マリオカート
のスキルを上げることは私のアメリカ留学の密かな目標
です。11月も楽しむぞ！！！

日本人向けの授業の一環で、高校生と文化交流をする活動があり
ます。日本人留学生数人と高校生一人のグループで、自国の文化
を紹介したり、一緒に自国の料理を作りました。私たちのグルー
プはお好み焼きを一緒に作って食べました。私はこんな時のため
に日本からお好み焼き粉を持ってきていたので、それを使ってみ
んなで仲良く作りました。簡単に作れるし、他に用意する材料も
少ないのでおすすめです。料理を作るときに英語でどのように説
明すればいいのかわからないことが何度もありましたが、これも
また勉強です。新しい単語を覚えることができました。私たちの
グループの高校生はあまりお好み焼きが好きでは
なさそうでしたが、お互いにとっていい経験に
なったと思うのでよかったです。他の日には
ハロウィンやクリスマスにどのように過ごす
のか互いの国の過ごし方を共有しました。また、
日本のひな祭りやお正月などの行事についても
紹介しました。この活動は高校生とたくさん話が
できて文化について学ぶことも多くあるのでとても気に入ってい
ます。現地の小学校から高校生まで、多くの子供たちと交流でき
る機会をたくさん作っていただけて、企画してくださる川村先生
には本当に感謝の気持ちでいっぱいです。あと数回しかありませ
んが、たくさんの学びと思い出を共有できるように頑張ります。

High school students

Daily life


